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は じ め に

　防府市では、平成28年12月に、平成25年に改定を行った「防府市ごみ処理基本計画」の見直しを行い、「３
Ｒの実践による未来につなぐ循環型社会の構築」を基本目標とし、市民・事業者・市がそれぞれの役割と責任
のもと、更なるごみ減量とリサイクルに取り組み、循環型社会の構築を目指すこととしています。
　特に、ごみ総排出量の３割強を占める事業系ごみの減量化に向け、事業者の皆様には、ごみ減量化とリサ
イクルの推進に向けた自発的な取組をお願いするとともに、市では、処理施設における搬入物検査や資源ご
みの無料受入れなど、３Ｒの取組を推進しています。
　本書は、事業者の責務や事業系ごみの適正処理に対する理解を深め、ごみの減量及びリサイクルを推進し
ていただくため作成しました。
　防府市にふさわしい循環型社会の構築に向けて、事業者の皆様のご協力をお願いします。

　事業系ごみ排出量については、平成26年度の新施設稼働に併せ、搬入基準の明確化や適正処理に関する
周知活動を積極的に展開したことにより、大幅に減少しています。しかし、クリーンセンターに搬入された可
燃ごみの中には、古紙類やペットボトルなどリサイクル可能なものが多く含まれており、徹底した分別とリサ
イクルにより、更なる事業ごみの減量化が行えます。

■ 事業系ごみ排出量の推移

事
業
系
ご
み
排
出
量（
単
位：t
）

事
業
系
ご
み
排
出
量（
単
位：t
）

年度
Ｈ23

20,000
22,000

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000

20,000

18,000

18,565

13,086
11,565

7,000
5,47916,000

14,000

12,000

10,000

8,000
6,000
4,000
2,000

0
Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

Ｈ23

〔基準年度〕

事
業
系
ご
み
排
出
量

減
量
施
策
効
果

〔中間年度実績〕 〔最終目標〕
Ｈ27 Ｈ33

■ 事業系ごみ排出量の数値目標

『防府市ごみ処理基本計画』における市民・事業者・市の主な役割と責任

市民
・ 不要なものを断る、ものを大切に
  使うなどごみの発生抑制
・ ごみの適正分別の徹底
・ 集団回収や地域美化活動への
  積極的参加　等

市

・ ごみの適正処理

・ 市民・事業者の3Ｒの取組への
  支援、情報提供　等

・ ごみの減量化、資源化の推進

事業者
・ ごみ減量化、資源化の徹底
・ リサイクルが容易な商品や
  リサイクル製品の提供
・ 店頭回収等のごみ減量化、
  適正処理への貢献　等

　防府市ごみ処理基本計画では、事業系ごみ排出量を最終目標年度（平成33年度）までに、平成23年度に
比べて37.7％減となる、11,565トン（7,000トン以上の削減）以下にすることとしています。

Ⅰ 事業系ごみの現状

Ⅱ 事業系ごみの数値目標
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